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ＪＡとうとのSDGs活動ＪＡとうとのSDGs活動

　管内の小学校を訪問して、バケツ稲をはじめとする
米の栽培や、大豆の栽培などの出前授業を行っていま
す。また、ＪＡとうと体験農場では、地元小学生が稲刈り
を体験、地元幼稚園・保育園の園児はサツマイモ掘りを
体験しました。ＪＡとうとは、これらの活動を通じて農業
を身近に感じてもらうとともに、食と農の大切さを学ん
でいただくよう取り組んでいます。

福祉施設への米寄贈

　ＪＡとうとは、新型コロナ感染症拡大や物価上昇など
で苦しい暮らしを強いられる生活困窮者の支援や地元
産米の消費拡大を目的に、多治見市社会福祉協議会、
社会福祉法人「陶技学園」、土岐市老人福祉施設「やす
らぎ」に地元産米計1,500キロを寄贈させていただき
ました。米の寄贈は、地元の米を地域の皆さんに食べ
てもらい、おいしさを知っていただこうと毎年行ってい
ます。米の寄贈が地域の農業と地域の活性化に繋がる
よう引き続き取り組んでまいります。

JAとうとは、地域農業・地域を支える役割を担うよう、自己改革を進めています。
ここに、その取り組み内容の一部をご紹介させていただきます。

　当ＪＡ常勤役員や営農、金融担当の職員が担い手農
家を訪問して、栽培方法の提案や補助金活用の相談
などを行い、総合事業提案活動に取り組んでいます。

■対話運動でニーズに対応

　担い手農家を対象に食味検査や土壌診断調査に
よる適正な施肥や栽培方法を提供して、おいしいお
米づくりと収量の確保に向けて取り組んでいます。

■おいしいお米づくりと収量の確保

　県農林事務所の協力を得ながら、地元直売所への出荷者の確保と育成のために「野菜づくり塾」を開講して、野菜づくりに
関する知識や技術の研修を行っています。

■出荷者の育成

自己改革レポートJ Aとうと

「農業者の所得増大の実現」「農業者の所得増大の実現」「農業者の所得増大の実現」

　地域で生産された農畜産物を地域で消費することを通じて、
消費者と生産者の距離を縮める取り組みを進めるとともに、地
元産米の消費拡大に向けて、ふれあいパーク浅野や多治見営
農センターなどで販売促進活動を行っています。

■地域の食と農をつなぐ地産地消の促進

〇地元3市および各種団体への寄付金協力
〇公共福祉施設への精米寄贈
〇こども食堂への運営費支援
〇管内小学校への児童向け農業雑誌「ちゃぐりん」寄贈

■地域貢献活動

「協同による地域の活性化への貢献」「協同による地域の活性化への貢献」「協同による地域の活性化への貢献」

▲担い手農家訪問

▲ふれあいパーク浅野

▲野菜づくり塾

◀出前授業

サツマイモ掘り体験▶

▲陶技学園の前田理事長（右）に
　目録を手渡す木股姫支店長（左）

▲多治見市社会福祉協議会の
　今枝会長（左）に目録を手渡す
　古川組合長（右）

▲こども食堂 ▲特殊詐欺防止啓発活動 ▲小学生の町探検授業

〇地域防犯、高齢者・こども見守り活動
〇交通安全メッセンジャーによる啓発活動
〇献血活動
〇地域イベントへの支店職員参画　　

ＪＡとうとでは、

持続可能な開発目標（SDGs）の

達成に向けて、さまざまな

事業・活動に取り組んでいます。




